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1.  平成22年12月期第1四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第1四半期 454 △84.5 △619 ― △644 ― △979 ―
21年12月期第1四半期 2,935 58.6 △36 ― △72 ― △76 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第1四半期 △25.86 ―
21年12月期第1四半期 △2.21 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第1四半期 9,694 4,477 46.1 112.58
21年12月期 10,953 5,121 46.7 140.17

（参考） 自己資本   22年12月期第1四半期  4,473百万円 21年12月期  5,117百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年12月期 ―
22年12月期 

（予想）
0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

4,200 5.0 △900 ― △1,000 ― △1,300 ― △33.08

通期 21,300 237.6 2,200 ― 2,000 ― 1,700 ― 42.16
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[ (注) 詳細は、５ページ 【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。 ] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

[ (注) 詳細は、５ページ 【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。 ] 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1．平成22年２月12日付に公表いたしました第２四半期累計期間及び通期における業績予想を修正し、本日、平成22年５月14日付にて「特別損失の発生及
び業績予想の修正に関するお知らせ」を、別途開示しております。 
 
2．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につい
ては、４ページ【定性的情報・財務諸表等】「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期第1四半期 40,329,761株 21年12月期  37,098,993株
② 期末自己株式数 22年12月期第1四半期  592,874株 21年12月期  592,794株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年12月期第1四半期 37,876,267株 21年12月期第1四半期 34,583,353株
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当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気対策等の効果により、一部持ち直しの兆しが見

られたものの、デフレや円高の進行等の影響による企業収益の悪化や雇用情勢の低水準化、また、それに

起因する個人消費の低迷等、依然として景気の先行きに対する不透明な状況が続いております。 

遊技業界におきましては、低貸玉営業の普及により遊技人口の減少に歯止めをかける等、明るい兆しが

見られたものの、規則改正以降、パチンコ遊技機においては需要が高まってきている反面で、パチスロ遊

技機における需要の低迷等が影響した事により、全体といたしましては、業界の規模縮小（遊技場の店舗

数や設置台数、投資額等の減少）に歯止めをかけるには至らず、引き続き厳しい状況が続いております。

特に、パチンコ・パチスロ遊技機の新台購入に伴うコスト負担等により、遊技場は長期的な稼動が見込め

る有力機種に需要が集中する傾向にあり、これらに伴い、遊技場のみならずメーカー間におきましても、

二極化傾向がより顕著となってきております。 

このような状況の中、当社グループは、当第１四半期連結累計期間におきまして、パチスロ遊技機「鴉

－ＫＡＲＡＳ－」の販売に注力すると共に、従来の販売形態に加えて平成21年12月より稼動いたしました

価格変動型レンタルシステム「ビズシェアシステム」による営業活動にも注力いたしました。また、パチ

ンコ遊技機につきましては、当初計画どおり、ソフト・ハードの両面においてクオリティの高い機種を市

場投入するための企画・開発業務に専念いたしました。 

  

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高 454百万円（前年同四半期比85％減）、営業

損失 619百万円（前年同四半期は営業損失 36百万円）、経常損失 644百万円（前年同四半期は経常損失 

72百万円）となり、四半期純損失は 979百万円（前年同四半期は四半期純損失 76百万円）となりまし

た。 

  

事業セグメント別の業績は、以下のとおりであります。 

  

〔遊技機関連事業〕 

パチスロ遊技機部門におきましては、平成22年２月上旬より納品を開始しました「鴉 －ＫＡＲＡＳ

－」の営業活動に注力した結果、概ね計画どおり推移いたしました。また、従来の販売形態に加えて、平

成21年12月より稼動いたしました価格変動型レンタルシステム「ビズシェアシステム」による営業活動に

も注力いたしました。なお、当第１四半期連結累計期間より、Ｂｉｚ Ｓｈａｒｅ株式会社が連結の範囲

に含まれたため売上高が 11百万円増加しております。 

この結果、ユニット供給を含めた当第１四半期連結累計期間の売上高は 406百万円となりました。 
  
また、パチンコ遊技機部門におきましては、主に下半期に販売計画のウエイトを置いていることから、

当初計画どおり、当第１四半期においては、ソフト・ハードの両面においてクオリティの高い機種を市場

投入するための企画・開発業務に専念いたしました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は 6百万円となりました。 

  

以上により、遊技機関連事業における当第１四半期連結累計期間の売上高は 413百万円（前年同四半期

比84％減）、営業損失(配賦不能営業費用控除前）は 476百万円（前年同四半期は営業利益 184百万円)と

なりました。 

  

〔医療環境事業〕 

当事業におきましては、口臭測定器「オーラルクロマ」等、半導体ガスセンサ関連製品の販売、及び厨

房廃水設備（グリーストラップ）浄化装置「イオンスパーク2000」の拡販に注力いたしました。 

  

以上により、医療環境事業における当第１四半期連結累計期間の売上高は 18百万円(前年同四半期比

12％減）、営業利益（配賦不能営業費用控除前）は ０百万円（前年同四半期は営業損失 ８百万円）とな

りました。 

【定性的情報・財務諸表等】

1.  連結経営成績に関する定性的情報
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（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ 247百万円減少して 7,878百万円となりました。これは、主に現

金及び預金が 260百万円、商品及び製品が 270百万円、仕掛品が 221百万円それぞれ増加し、受取手形及

び売掛金が 529百万円、原材料及び貯蔵品が 331百万円それぞれ減少したことなどによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ 1,011百万円減少して 1,815百万円となりました。これは、主に

有形固定資産が 988百万円、投資その他の資産が 27百万円それぞれ減少したことなどによります。  

この結果、総資産は、9,694百万円となりました。 

  

（負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ 604百万円減少して 4,807百万円となりました。これは、主に短

期借入金が 732百万円増加し、支払手形及び買掛金が 807百万円、１年内償還予定の新株予約権付社債が 

336百万円それぞれ減少したことなどによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べ 10百万円減少して 409百万円となりました。これは、主に固定

負債のその他が ９百万円増加し、長期借入金が 20百万円減少したことなどによります。 

この結果、負債合計は、5,217百万円となりました。  

  

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ 643百万円減少して 4,477百万円となりました。これは、主に

新株予約権付社債の権利行使による新株式の発行に伴い資本金が 168百万円、資本剰余金が 168百万円そ

れぞれ増加したこと、また、四半期純損失の発生に伴い利益剰余金が 979百万円減少したことなどにより

ます。 

  

平成22年12月期の連結業績予想につきましては、平成22年２月12日に公表いたしました第２四半期累計

期間および通期連結業績予想から修正しております。詳細につきましては、本日、平成22年５月14日付に

て別途開示しております「特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

2.  連結財政状態に関する定性的情報

3.  連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

（簡便な会計処理） 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

②棚卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の

実地棚卸高を基礎とした合理的な方法により算出しております。 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去 

連結会社相互間の債権と債務の相殺消去 

当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わ

ないで債権と債務を相殺消去しております。 

連結会社相互間の取引の相殺消去 

当該取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額に合わせ

る方法により相殺消去しております。 
  
（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

該当事項はありません。 

  

①会計処理基準に関する事項の変更 

当第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表における子会社及び関連会社の範囲の決定に関する

適用指針」(企業会計基準適用指針第22号)を適用しております。なお、この変更が損益に与える影響

はありません。 

  

当社グループにおきましては、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさ

せるような事象又は状況その会社の経営に重要な影響を及ぼす事象が存在しております。 

すなわち、当社グループにおきましては、平成18年12月期より連続して営業損失を計上することと

なりました。 

連結財務諸表提出会社である当社は、近年の業績不振を真摯に反省し、当該状況を根本的に解消す

べく、グループ全般に渡る事業構造のあり方を見直し、かつ、遊技機関連事業への原点回帰を基軸と

する経営構造改革を引き続き、推進実行中であります。具体的には、開発から生産、販売に至るまで

の各機能分野において徹底した合理化を更に推進し、市場のニーズにマッチした遊技機を安定的に供

給するべく、現在、実績・ポテンシャル重視の組織改革を行い、社内体制の強化・活性化に注力して

おります。また、安定的な収益構造の実現を図るべく、遊技機筐体につきまして新筐体プラットフォ

ームへの統一化を推進することで、経営資源の集中投下、ホールへの導入促進・開発・生産・保守

等、グループ全般におけるスピードアップの実現を図っております。 

また、財務面におきましては、平成22年３月19日付にて公表いたしましたとおり、主に遊技機関連

事業における事業資金を十分に確保し、安定的な遊技機供給体制をより強化することを目的として、

10億円の資金借入を実行いたしました。 

当社グループは、早期の業績回復、安定的な収益の実現を図るべく、これらの各種施策・計画に鋭

意取り組んでおりますが、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められております。 

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,099,146 838,832

受取手形及び売掛金 1,585,496 2,114,638

商品及び製品 534,151 263,481

仕掛品 1,132,046 910,064

原材料及び貯蔵品 2,068,046 2,399,276

その他 2,095,556 2,215,768

貸倒引当金 △635,466 △615,590

流動資産合計 7,878,976 8,126,471

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 313,257 871,377

減価償却累計額 △216,665 △472,812

建物及び構築物（純額） 96,592 398,565

土地 51,113 311,113

その他 3,259,574 4,600,473

減価償却累計額 △2,605,824 △3,520,447

その他（純額） 653,749 1,080,025

有形固定資産合計 801,455 1,789,704

無形固定資産 431,974 428,073

投資その他の資産   

投資有価証券 308,678 308,753

その他 624,349 661,707

貸倒引当金 △350,981 △361,138

投資その他の資産合計 582,046 609,321

固定資産合計 1,815,476 2,827,099

繰延資産 319 348

資産合計 9,694,772 10,953,919
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 678,209 1,485,821

短期借入金 2,177,872 1,444,971

1年内返済予定の長期借入金 80,000 80,000

1年内償還予定の新株予約権付社債 664,000 1,000,000

未払法人税等 7,413 20,921

市場特別対策引当金 227,923 －

引当金 79,812 103,503

その他 892,380 1,277,236

流動負債合計 4,807,611 5,412,455

固定負債   

長期借入金 40,000 60,000

その他 369,604 360,221

固定負債合計 409,604 420,221

負債合計 5,217,215 5,832,676

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,235,239 6,067,239

資本剰余金 2,784,934 2,616,934

利益剰余金 △4,265,501 △3,285,868

自己株式 △281,608 △281,598

株主資本合計 4,473,064 5,116,707

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 492 536

評価・換算差額等合計 492 536

新株予約権 4,000 4,000

純資産合計 4,477,556 5,121,243

負債純資産合計 9,694,772 10,953,919
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

売上高 2,935,219 454,681

売上原価 2,010,965 322,768

売上総利益 924,253 131,913

販売費及び一般管理費   

販売手数料 187,080 －

賞与引当金繰入額 32,522 －

減価償却費 41,326 －

研究開発費 222,193 －

その他 477,812 －

販売費及び一般管理費合計 960,934 751,542

営業損失（△） △36,680 △619,629

営業外収益   

受取利息 5,497 －

受取利息及び配当金 － 4,420

受取手数料 4,753 3,448

その他 2,606 2,678

営業外収益合計 12,857 10,547

営業外費用   

支払利息 15,107 10,498

持分法による投資損失 25,527 11,687

その他 8,263 13,072

営業外費用合計 48,897 35,258

経常損失（△） △72,720 △644,340

特別利益   

貸倒引当金戻入額 10,126 －

その他 1,080 112

特別利益合計 11,206 112

特別損失   

固定資産除却損 5,084 87,900

固定資産売却損 － 16,799

関係会社株式評価損 6,176 －

市場特別対策引当金繰入額 － 227,923

その他 1,185 －

特別損失合計 12,446 332,623

税金等調整前四半期純損失（△） △73,961 △976,850

法人税、住民税及び事業税 2,370 2,786

法人税等合計 2,370 2,786

四半期純損失（△） △76,331 △979,637
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △73,961 △976,850

減価償却費 159,289 99,174

持分法による投資損益（△は益） 25,527 11,687

賞与引当金の増減額（△は減少） 58,416 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △65,292 1,616

投資有価証券評価損益（△は益） 127 －

ゴルフ会員権評価損 550 －

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △1,080 －

固定資産除却損 5,084 87,900

固定資産売却損益（△は益） － 16,799

受取利息及び受取配当金 △5,501 △4,420

支払利息 15,107 10,498

為替差損益（△は益） △246 19

売上債権の増減額（△は増加） 2,510,556 529,839

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,135,383 △140,351

その他の流動資産の増減額（△は増加） △55,150 131,212

仕入債務の増減額（△は減少） △1,132,393 △806,694

未払金の増減額（△は減少） △392,143 △40,198

その他の負債の増減額（△は減少） △305,758 29,353

その他の資産・負債の増減額 15,499 －

小計 1,894,013 △1,050,413

利息及び配当金の受取額 △962 213

利息の支払額 △18,261 △9,596

法人税等の還付額 18 －

法人税等の支払額 △17,325 △21,167

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,857,482 △1,080,963

投資活動によるキャッシュ・フロー   

短期貸付金の増減額（△は増加） 6,411 1,994

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入

1,080 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △118,468 △295,723

有形固定資産の売却による収入 － 905,376

その他 46,753 △15

投資活動によるキャッシュ・フロー △64,222 611,631
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(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △50,086 732,901

長期借入金の返済による支出 △31,080 △20,000

自己株式の取得による支出 △24 △9

リース債務の返済による支出 △47,547 △4,954

配当金の支払額 △224 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △128,962 707,937

現金及び現金同等物に係る換算差額 246 △19

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,664,544 238,586

現金及び現金同等物の期首残高 1,052,419 838,832

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 21,727

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △157,956 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,559,007 1,099,146
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当第１四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日) 

当社グループにおきましては、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせる

ような事象又は状況その会社の経営に重要な影響を及ぼす事象が存在しております。 

すなわち、当社グループにおきましては、平成18年12月期より連続して営業損失を計上することとなり

ました。 

連結財務諸表提出会社である当社は、近年の業績不振を真摯に反省し、当該状況を根本的に解消すべ

く、グループ全般に渡る事業構造のあり方を見直し、かつ、遊技機関連事業への原点回帰を基軸とする経

営構造改革を引き続き、推進実行中であります。具体的には、開発から生産、販売に至るまでの各機能分

野において徹底した合理化を更に推進し、市場のニーズにマッチした遊技機を安定的に供給するべく、現

在、実績・ポテンシャル重視の組織改革を行い、社内体制の強化・活性化に注力しております。また、安

定的な収益構造の実現を図るべく、遊技機筐体につきまして新筐体プラットフォームへの統一化を推進す

ることで、経営資源の集中投下、ホールへの導入促進・開発・生産・保守等、グループ全般におけるスピ

ードアップの実現を図っております。 

また、財務面におきましては、平成22年３月19日付にて公表いたしましたとおり、主に遊技機関連事業

における事業資金を十分に確保し、安定的な遊技機供給体制をより強化することを目的として、10億円の

資金借入を実行いたしました。 

当社グループは、早期の業績回復、安定的な収益の実現を図るべく、これらの各種施策・計画に鋭意取

り組んでおりますが、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められております。 

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な不確実性の影

響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日) 

  

 
(注)１ 当社グループの事業区分は、製品の種類・性質等の類似性を考慮して行っております。 

２ 各区分に属する主要な製品 

（1）遊技機関連事業・・・・・・パチスロ遊技機・パチンコ遊技機関連製品 

（2）医療環境事業・・・・・・・口臭測定器等医療環境機器 

（3）その他の事業・・・・・・・遊技場向プリペイドカードシステム機器 

３ 前連結会計年度までは独立したセグメントとしておりましたプリペイドカード関連事業は、平成20年８月１日

を効力発生日とするプリペイドカード関連事業の譲渡に伴い重要性が低くなったため、当第１四半期連結会計

期間から、「その他の事業」に含めて記載しております。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

遊技機 
関連事業 
(千円)

医療環境事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に対する 
売上高

2,590,425 21,017 323,776 2,935,219 ― 2,935,219

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,590,425 21,017 323,776 2,935,219 ― 2,935,219

営業利益又は営業損失(△) 184,059 △8,641 24,101 199,519 （236,200） △36,680
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当第１四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日) 

  

 
(注)１ 当社グループの事業区分は、製品の種類・性質等の類似性を考慮して行っております。 

２ 各区分に属する主要な製品 

（1）遊技機関連事業・・・・・・パチスロ遊技機・パチンコ遊技機関連製品 

（2）医療環境事業・・・・・・・口臭測定器等医療環境機器 

（3）その他の事業・・・・・・・遊技場向プリペイドカードシステム機器 

３ 連結の範囲の変更 

当第１四半期連結累計期間より、Ｂｉｚ Ｓｈａｒｅ株式会社が連結の範囲に含まれております。

なお、この変更が損益に与える影響は軽微であります。 

  

前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間において本邦以外の国又は地域に所在する

連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間において海外売上高が、連結売上高の10％

未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

 

  

遊技機 
関連事業 
(千円)

医療環境事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に対する 
売上高

413,775 18,563 22,343 454,681 ― 454,681

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 413,775 18,563 22,343 454,681 ― 454,681

営業利益又は営業損失(△) △476,376 484 8,448 △467,444 （152,184） △619,629

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

(単位：千円)

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度末残高 6,067,239 2,616,934 △3,285,868 △281,598 5,116,707

当第１四半期連結累計期間末までの 
変動額

 四半期純損失 △979,637 △979,637

新株予約権付社債の権利行使による
増加

168,000 168,000 336,000

自己株式の取得 △9 △9

その他 3 3

当第１四半期連結累計期間末までの 
変動額合計

168,000 168,000 △979,633 △9 △643,642

当第１四半期連結累計期間末残高 6,235,239 2,784,934 △4,265,501 △281,608 4,473,064
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